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1. はじめに 

平成 26年 10月に福岡県警察本部は全国に先駆け「福

岡県警察犯罪予防研究アドバイザー制度」を導入した．

本制度は，福岡県警が保有する犯罪情報を県警委嘱のア

ドバイザー（学識者）に提供し，アドバイザーによる調

査分析結果，研究成果 1)を県警に還元することで，より

有効な防犯施策の推進に生かそうとする取り組みである． 

本研究では，本制度を活用し，福岡県警生活安全部

より入手できた平成 24～26 年に県内で発生したコンビ

ニ強盗 38案件（全 37店舗）の被疑者調書のデータを入

手，分析し，犯行前後の被疑者の意識・行動傾向の把握

を行った．さらにその強盗被害店舗全 37 店舗の実地調

査の結果をもとに，店舗外観とその周辺状況の特徴を分

析，これら結果を踏まえた効果的な防犯施策について考

察することを目的とする． 

2. 被疑者調書からみる犯行特性の把握 

被疑者調書データの集計結果より，被疑者の年齢は

「20 歳以上 29 歳以下」が 21 件（54％）と最も多く，

犯行時の人数は単独犯が 31 件（82％）と最も多い結果

が得られた（表-1）．被疑者の移動手段では「徒歩」が

最も多く 14 件（37％）であった（表-2）．被疑者の

「被害店舗を選んだ理由」では「客がいない（少な

い）」が 14 件（39％），次いで「人通りが少ない」が

9 件（25％）との結果が得られた（表-3）．また「犯行

時間を選んだ理由」についても，「来店客が少ない」が

10 件（37％）あり，被疑者は犯行に及ぶかの判断材料

として，客などの「人の有無」を気にしていることが把

握された（表-4）．さらに被疑者が前もって強盗店舗を

下見しているかについて，「下見していない」が 27 件

（73％）との結果が得られた（表-5）．一方，下見を行

った全 10 案件のうち，下見した項目は「客の人数」が

10 件（100％），「従業員の人数」が 5 件（50％）であ

った．また防犯カメラに対する下見は「位置」，「台

数」が共に 0 件（0％）で，確認されていないとの結果

が得られた（表-6）． 

3. 被疑者の逃走経路とコンビニ店舗の特徴 

 上記の調査結果をもとに，被疑者の犯行後の逃走経路

ならびに被害店舗の周辺に対する実地調査を行った． 

(1)店外における防犯カメラの設置状況 

調査対象である強盗被害店舗全 37 店舗のうち，5 店

舗が閉店，もしくは別業種の店舗に変わっている実態が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認された．また強盗被害後における店外の防犯カメラ

の設置状況として「カメラあり」の店舗は 19 件

（59％），一方で「カメラなし」の店舗も 13 件

（41％）見られた（表-7）．特に出入り口付近のカメラ

は「ドーム型」が多く，出入り口と反対側の店舗前面に

表-4 犯行時間を選んだ理由 

2(7%)

10(37%) 2(7%)

6(22%)

来店客が少ない 従業員が少ない

通行人が少ない 外が暗い

10(37%)
その他
5(19%)

精算前で売り上げがレジにある

被疑者が外出できる時間

1(4%)

2(7%)

【ｎ=27件】
1(4%)

被疑者の勤務後 なし

表-3 被害店舗を選んだ理由 

【複数回答：ｎに占める各回答の割合で算出ｎ=36件】

4(11%)

2(6%)
理由なし その他
8(22%) 3(8%)

2(6%)

8(22%) 2(6%)

駐車場がない

駐車場に車がない(少ない)
3(8%)

3(8%)
被害店舗をよく知っている

被害店舗をよく知らない

14(39%) 2(6%)

1(3%)
交通量が少ない

距離が近い

店舗が新しい 人通りが少ない

立地が悪い

1(3%) 9(25%)

4(11%)

客がいない(少ない) 従業員が少ない

従業員が弱そう

距離が遠い

2人 3人 4人
2(5%) 4(11%) 1(3%)

【ｎ=38】

単独犯
複数犯

31(82%)

【ｎ=39】

40歳以上49歳以下 50歳以上59歳以下 60歳以上
6(15%) 3(8%) 1(3%)

19歳以下 20歳以上29歳以下 30歳以上39歳以下
3(8%) 21(54%) 5(13%)

表-1 被疑者および共犯者の年齢と犯行人数 

表-5 被害店舗の下見の有無と確認項目 
下見した 下見していない
10(27%) 27(73%)

【ｎ=37件】

表-2 被疑者の移動手段 

【ｎ=38】

徒歩 自転車 自動車
14(37%) 10(26%) 8(21%)

バイク タクシー
3(8%) 3(8%)

表-7 店外防犯カメラの設置率 
カメラなし

19(59%) 13(41%)
【ｎ=32件】

カメラあり

位置 人数 年代 性別
1(10%) 5(50%) 1(10%) 1(10%) 0(0%)

位置 台数 人数 年代 性別
0(0%) 0(0%) 10(100%) 0(0%) 0(0%)

レジの位置
従業員

逃走経路

1(10%)
防犯カメラ 客

【複数回答：ｎに占める各回答の割合で算出ｎ=10件】

表-6 下見した被疑者の確認項目 
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は「ボックス型」が多く設置されている状況が把握され

た（表-8）．被害店舗周辺の平均照度は店舗正面が 32.4 

lx であるのに対し，駐車場が 9.8 lx と約 20 lx の明暗差

が存在していることが明らかとなった（表-9）．さらに

店舗と駐車場の明暗差に加え，店内の明かりが逆光とな

り，店外に設置された防犯カメラが認識しづらい状況も

散見された（写真-1）． 

(2)店舗外観とレジへの見通し状況 

実地調査より，店舗にてレジ裏側に窓がある，ブラ

インドや遮光ガラスによって店内から店外の様子がほと

んど確認できない状況が散見された（写真-2，3）．ま

た店舗出入り口付近には，店外側に商品名などの書かれ

た「のぼり」や出入り口の扉に貼られたポスター，さら

に ATM や建物の柱などによって，レジからの店外への

見通しが遮られている店舗が多く存在した（写真-4）．

次に徒歩・自転車で犯行に及んだ被疑者の逃走経路とレ

ジ位置との関係性に着目すると，レジ裏を含む「レジ

側」方向に逃走したものが 12 件（80％）であった（表-

10）． 

4. コンビニ強盗の犯行特性からみる防犯対策 

 上記の結果を踏まえ，有効な防犯対策について考察す

る（図-1）． 

(1)犯行特性にみる防犯カメラの限界 

被疑者調書データの集計結果より「被害店舗を選ん

だ理由」,「犯行時間を選んだ理由」において，客など

の「人の有無」を窺う傾向が明らかとなった．また被疑

者が下見の際に「防犯カメラを確認する」との回答は皆

無であり，加えて店舗と駐車場との明暗差ならびに店舗

の突出した明かりによって防犯カメラが認識しづらい状

況も看取された．すなわち，防犯カメラの設置のみの対

策では，コンビニ強盗を抑制させる効果は低く，むしろ

店内に人がいない時間帯の警察巡回に対する被疑者の認

識を促すこと，さらに店舗と駐車場との明暗差を是正す

ることで防犯カメラの視認性を向上させることが重要と

言える． 

(2)レジ裏方向への見通し確保と追跡捜査の有効性 

前述した調書データならびに実地調査の分析結果よ

り，被疑者はレジ裏やレジから見通しの悪い「レジ側」

方向に逃走する傾向が把握された．また店外からレジへ

の見通しを遮るコンビニ空間に特有な物的障害物が存在

している実態も明らかとなった．これらのことから，コ

ンビニ店舗に対する効果的な防犯施策として，レジ裏の

窓やレジ内から店外への見通しを確保する対策・工夫が

求められる．さらに犯行後の「レジ側」方向への追跡捜

査の有効性が指摘され，特に事件発生直後の捜査上の知

見として有効といえる． 
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表-9 被害店舗における平均照度 

店舗正面 駐車場
32.4（lx） 9.8（lx）

表-10 レジ位置と被疑者の逃走方向（徒歩・自転車のみ） 

犯行後の逃走方向（徒歩・自転車）
レジ側 レジと反対側

12(80％) 3(20％)
【n=15件】

写真-2 レジ裏のタバコ棚 写真-1 認識しづらいカメラ 

写真-3 レジ裏のブラインド 写真-4 店内見通しを遮る柱

図-1 被疑者の犯行前後の行動特性 

出入り口

「ドーム型」

レ ジ

レ ジ 側

駐　車　場

「ボックス型」

レ ジ と 反 対 側

：  レジ

：  出入り口
：  ドーム型防犯カメラ
：  ボックス型防犯カメラ

：  駐車場
：  独立店舗

：  建築物等 ：  逃走経路
：  雑居ビル

案件 3案件 1 案件 2

凡
例

客の状況確認
従業員の状況確認

レジ裏側への逃⾛

明 暗 差

設置位置
出入り口付近 出入り口と反対側

形状
ボックス型 5 11
ドーム型 12 6

表-8 店外防犯カメラの形状と設置位置の関係 
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